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論文内容要旨
 哺乳類の膵臓のラ氏脇に関する光学顕微鏡的並びに電子顕微鏡的な研究報告は多数なされている
 が,下等脊椎動物のラ氏島の研究は少なく,中でも両生類のラ民等に関する研究は極めて少ない。
 光学顕微鏡的に脊椎動物の鳥細胞はA,B,D3種に分類される。哺乳類のラ氏島は主としてB細
 胞より成り,A細胞は少ないことが知られているくB:A皿4:1)。併し成熟下等脊椎動物(変
 東寺)が,私もヒキガエル膵臓の光顕的研究(小林1963)に於て,この事実を支持する結果を得
 たが,璽に島細胞の季節的変化も証明した。最近Hellman,Heners七r6m等は鍍銀法を用いて
 光顕的にA細胞を銀好性のA、細胞と銀好性を示さないA2細胞とに分類し,グルカゴンを産生す1嚢
 るのはA2細胞であることを証明したので,現在光顕的には脇細胞は主としてB,A、,A2及び
 Dに分類されている。電子顕微鏡によってこれ等の細胞がどのような特監を示すかはう氏島の電顕
 的研究の課題であるが'学者によマてA,B細胞のほかにかなり多くの細胞型が報告され意見の一
 致を見ない点が多い。私は本研究に於てヒキガエルの膵臓を霞顕的に観察し,A,B細胞の他,狙
 W及びV型の島細胞を認めたが,なお外分泌部についても観察を行い,諸問題の解明に努めた。
 温動物)に於ては一般にA細胞が哺乳類に比して遥かに多いという事実がたしかめられている(伊、嚢
 材料と方法
 成熟ヒキガエルを断頭後直ちに膵臓を小片にし,PH.7.4,1%オスミユーム酸で固定し,脱
 水後エポンに包埋し,JUM-5Aウルトラミク・トームで薄切した。切片に醋酸ウランと醋酸鉛
 の二重染色を施し,JEM-5G,とJEM-7型電子顕微鏡で観察しブこ。
観察
 1外分泌細胞の微細構造
 一般に外分泌細胞の核は円形で比較的大きな核小体を1個もつ。細胞の腺腔側には大きな酵素原顆
 粒が多数あり,核の近くにはよく発達したゴルヂ装置があってゴルヂ層板,小胞及び空胞より成り,
 旗々ゴルヂ小胞の中に酵素原顆粒の前駆体と思われる小顆粒が繊現する。これは酵素原顆粒がゴル
 ヂ装置で形成されることを暗示する。円形或は小杵状の糸粒体は地種細胞のものより大きく,細胞
 質内に散在性に分布する。細胞質の他の部分は豊富な粗面小胞休で満たされ,特に細胞の基底側に
 同心円状,層板状に配列した粗面小胞体が屡々認められる。これは光学顕微鏡で認められる副核に
 相当する。その他に脂由なうイボゾームもかなり多い。
 H小葉内小導管上皮細胞と腺房中心細胞の微細構造
 小導管と介在部の上皮細胞は円柱形或は豆方形で管腔を囲んで1届に並ぶ。細胞の管腔面から腔
 内に多数の微絨毛が出る。基底倒では隣接する細胞間に屡々複雑な細胞膜の繰合がみられる。ゴル
 ヂ装置は核上部にあって小さく,糸粒体は外分泌細胞のものより小さい。核上部と核側部に種々の
 方向に走る微原線維(七〇nofiIamenも)が多数みられ,又グリコゲン顆粒,リポイド顆粒も認めら
 れだ。小導管上皮の基底部に時に島細胞の小群が出現し,特にA細胞が多い。腺房中心細胞の微細
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 構造は小導管,特に介在部上皮細胞と略一致するが,これは外分泌細胞と旗接接しており,両者は
 腺腔を囲む。腺房中心細胞にも微原線維が認められるが,グリコゲン顆粒が特に多い。
 掻島細胞の微細構造
 一般に大きな島はB細胞が主体をなし,周辺鄙にA細胞が位置する。この像かヒキガエルの膵臓
 ではA細胞は終末部の申に外分泌細胞と混在して単独に或は小郡をなして広く散在している。
 a)B細胞
 B細胞の核は卵円形で,時に核膜に不規則な陥入がみられる。一般に島細胞の核小休は外分泌細
 胞のものより小さい。B細胞のβ顆粒は低電子密度の数個の小杵状域は結舗状の心(core)と限
 界膜から成り,両者閥の間隙は可なり広い。細胞質内には額面小胞体がかなり多くみられる。A細
 胞と異なりグリコゲン顆粒は殆んど証明されないが,種々の方向に走る微原線維東が証明きれる。
 これは時に核やゴルヂ装置の近ぐにも見られ,又核膜に沿って伸びる事もある。ゴルヂ装置はかな
 り発達しており,時にゴルヂ層板の中にβ顆粒の心に似た顆粒が認められる。又A細胞と異なり長
 い糸粒体で,長軸と平行して密に配列する糸粒体稜が層板状構造を示すものが屡々出現する。光顕
 観察によって私が見織したB細胞に特有の細長い彎曲する結晶様体は上記の膚板状構造を持つ糸粒
 体に由来する長大な変形糸粒体であることが証明された。
 b)A細胞
 A細胞のα顆粒は勉の脊椎動物のものと同様で高電子密度の球形の心とこれを包む限界膜から成
 り,両者間の間隙は狭い。併し,密度が低く疎構の心をもつ顆粒もある。α顆粒の分布密度は各細
 胞によって多少異なる。粗面小胞体は細胞質の全域に散在し,糸粒体の形状はB細胞と殆んど同様
 である。ゴルヂ装置は核の近くにあってB細胞のものよりや、小さい。B細胞と同様,ゴルヂ層板
 の中に高電子密度の球形小顆粒が屡々見出きれ,又付近に幼若顆粒と思われるものがあって,α顆
 粒もβ顆粒と同様にゴルヂ暦板内の顆粒(心)が成長してゴルヂ膜を伴ってゴルヂ装置から分離し,
 成熟した特殊顆粒になると考えられる。又細胞質内にかなり多くのグリコゲン顆粒が証明きれたが
 微原線維は認められなかった。
 c)罰型島細胞
 皿型島細胞は島を形成するA細胞群とB細胞群の中間の位置に出現する細長い細胞でその数は少
 ない。この細胞の特殊顆粒はα顆粒に似ているがそれより小さくて少なく,限界膜と心は殆んど密
 接しているものが多い。糸粒体はA,B細胞のものより一般に小さいが,長ぐて糸状のものが多く,
 粗面小胞体は多くて,細胞質の全域に散在し,小胞状を呈するものが多い。ゴルヂ装置もかなり発
 達している。この皿型細胞はグリコゲン籟粒をもつことや,特殊顆粒の形態からA細胞の亜型と考
 えられる。
 d)W型島細胞
 節型島細胞は外分泌細胞の聞に兇出され,その数は島細胞の中で最も少ない。特殊顆粒は配型細
 胞と異なり,極めて多く細胞質の全域に充満している。特殊顆粒はα顆粒に似るが,その心の電子
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 密度はα顆粒より低ぐ,疎構で円形のものが多く。限界膜で囲まれる。又グリコゲン顆粒をもっこ
 となどからやはりA細胞の亜型と考えられる。
 e)V型島糸巨眼包
 V型島細胞においてはゴルヂ装麗の発達は悪く,糸粒体膜が不明瞭で,自由なライボゾームは多
 いが粗面小胞体とグリコゲン顆粒は証明されない。特殊顆粒の心は電子密度低く,疎構で,限界膜
 と密接し,A細胞と恥型細胞の低密度の顆粒と似る。高密度の顆粒も少数にある。この島細胞は多
 ぐの学者が電子顕微鏡的にD細胞とみなした細胞と顆粒の性質の点から一致する。V型と祖型島細
 胞は各々小群をなして相隣接して存在し,鳥を形成するA,B両細胞群の間に狭まれて出現する。
 この位置は私が光学顕微鏡的にD細胞及び銀好性島細胞(A、細胞)を証明した部位と一致し,皿,
 V型脇細胞の両方或はそのいずれか1つが銀好性鵬細胞域はD細胞であることが暗示される。最近
 藤田(三964)は銀好性細胞(A、)がD細胞に一致することを光顕的に見ているが,電子顕微鏡
 的観察によってもこの説は正しいように思われるが,更に精密な観察が必要である。
 W外分泌細胞と島細胞の中間型細胞
 電顕観察によって外分泌細胞と島細胞両者の特性を併有する細胞がヒキガエル膵臓に於て屡々認
 められた。同様の細胞はラット(Gusekら,1959,1960,Herm乱nら1963),入(Zag貯yら
 
 1961),アヒル(B16rkmanら1964)等で見幽されており,Herm&nらはこれをac呈nar一籌
 
 isletce1圭sと呼んだ。この細胞の細胞質内には爾種細胞の細胞質包含体が混合して見串され
 るが,又多数のα顆粒と小さい島細胞の糸粒体で占められた島細胞域と,多数の粗面小包体嚢,酵
毒
 素原顆粒及び大きな外分泌細胞の糸粒体で充たされた外分泌細胞域とが見分けられる。、ヒ記の学者
 はか、る細胞は外分泌細胞から脇細胞への移行を示す細胞と考えたが,ヒキガエルではこの細胞は
 大きく,島細胞域と外分泌細胞域との境界に形質膜の断片が見出され,むしろ両極細胞の融合によ
 って生じた合胞性(syncy蝦田)細胞であると考えられ,これだけの所見から外分泌細胞から鳥細
 胞への移行を論ずることは園難である。ヒキガエルではβ顆粒をもつ中瑚型細胞には接しなかった。
 V島細胞の神経分布
 この問題については2,3の学者による電顕観察があるが、本研究に於てもA細胞とy型島細胞
 の聞に侵入する裸寓した単一無髄神経線維が見出され,内部に小包(synap七icvesicles)が認
 められ,それ等の多くは高電子密度の心をもつ小胞(granularvesicles)であり,糸粒体も認
 められた。又相対向するA細胞と神経線維の形質膜にsynapsisに兇られるような高密度部があっ
 た。又外分泌細胞と島細胞の中間型細胞の細胞質内に侵入した無髄神経線維の小東が見出された。
 W特殊顆粒の排出機序
 内,外分泌細胞に於て分泌顆粒の排出機序について観察きれ,特に脳下垂体前葉細胞に於ては逆
 のPinoc鉾osisによって排繊されることは多くの学者によって証明された。併し島細胞の分泌顆粒
 (特殊顆粒)については何等の報告もない。私は臨細胞の特殊顆粒はゴルヂ装置まに於て形成される
 ことを認めたが,その排嵐機序を朋らかにせんとして詳細な観察を行った。その結果旗々顆粒の限
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 界膜に中断部が現われ,時に消失があって,密度が低下して疎構となった心が細胞質内に遊離す
 る所見をたしかめた。併し顆粒が限界膜をもって形質膜に近接する像には屡々接したが,限界膜
 と形質膜が融合し,そこで膜が消失して心のみが細胞外へ放出きれる像即ち逆のPinocytosisを
 示す所見を確認することは繊来なかった。この問題の解決には今后の研究が必要である。
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 論文審査結果の要旨
 小林寛提出の学位論文は,ヒキガエルのすい臓のランゲルハンス島の電子顕微鏡的研究と題する
 英文の鼠著1篇で沼本組織学記録に昭和4i年7月公表ずみのものである。
 脊椎動物のすい臓には消化酵素を分泌する外分泌腺のほかに,内分泌腺としてのランゲルハンス
 島が知られている。下等脊椎動物のランゲルハンス島の研究は主に魚類,は虫類について多く報告
 されているが,両生類に関するものは比較的少い。古くはSaguchiがカエルを用いて,島の細胞を
 5型に区別し,それらを細胞学的に観察したが,古典的研究に属する。小林は参考論文1において
 現在ランゲルハンス島の研究に一般に用いられるアザン染色,GOmOriのクロムァラウンヘマトキ
 シリンーフ羅キシン染色,アルデヒドフクシンーリヒトグリユン染色その地種々の染色法を用いて
 細胞学的な研究を行ったのち,本論文において電子顕微鏡による詳細な砺究を行ったものである。
 繭生類のランゲルハンス島の最近の研究は,Mmer,Kemなどによって行われたものがある
 が,それらによるとA細胞,β細胞の存在は明らかであるが,両生類の島にD細胞が存在するか否
 かについては知られていない。小林の研究によれば,A細胞,B細胞のほかに班型島細胞,坪型島
 細胞,V型島細胞が区別せられるという。
 B細胞はすい臓終末部にあらわれる島の主体をなす細胞であって,A細胞より多く,鶴の大部分
 を占めている。お細胞の電子顕微鏡的特徴としてのβ顆粒は,低電子密度の数個の小梅状または結
 晶状の心と限界膜からなる。このほかに,B細胞には種々の方向に走る微原線維東がみられ,また
 光学顕微鏡的にはB細胞特有の細長い曲った結隔様体がみられる。これは顧板状構造をもつ糸粒体
 に由来する長大な変形糸粒体であるという。グリコーゲン顆粒は発見されないo
 A細胞は電子密度の高いα顆粒とグリコーゲン顆粒をもっているが,微原線維はみられない。な
 お,A細胞のα顆粒,B細胞のβ顆粒共に,ゴルヂ氏体に由来するものと思われる像をみている。
 以上は脊椎動物のランゲルハンス島に一般に見られる細胞であるが,その比はヒキガエルではほぼ
 1:1になっていて,ヒトのβ:A比が4:iに比べて著しく異っている。これは,生長期間の長
 い変温動物一般にみられる現象である。
 小林がA細胞・B細胞と異る種類と区別した厭型,W型およびV型の島細胞はそれらの出現する
 数は少いが,ヒキガエルに於ては必ず見られるという。盟型はA・B細胞群の中間位置に串現し,
 α顆粒に似て,より小なる顆粒をもち,グリコーゲンを有することからA細胞の亜型とみている。
 W型は外分泌細胞の間に見られ,α顆粒に似た特殊顆粒を多く含み・グリコーゲン顆粒を有するの
 で,A細胞の亜型とみている。醤型は置型と形態的に異ると共に,その膓現する位置が異っている。
 V型島細胞は多くの学者がD細胞とみなした細胞の性質に似ているが,A,B両細胞群の闘にはさ
 まれて,小鮮をなして出現する。この出現の位置からこれをD細胞と決定することをきけてV型島
 細胞と名づけている。以上の小林の研究によって,ヒキガエルのランゲルハンス鳥には少くとも5
 型の細胞が以別せられること,およびそれらの微細構造が明らかになった。
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 また外分泌細胞と島細胞両者の特性をあわせ持った中間型細胞が多ぐみられたこと,及び掲内に
 神経が分布することをみたことは興味がある。小林の研究は一難の各季節を通じて,酷細胞の変化
 および特性を明らかにしたことは,その研究が着実であって,後の人の研究の基礎をなすものと考
 えられる。
 参考論文は6篇あるが,そのうちの第6はすい臓の外分泌腺の導管および腹腔の中に,長い線毛
 様の構造物を電子顕微鏡によって見出しているが,その構造からみて,不完全な線毛と見られ,甚
 だ興味ある知見である。
 よって,小林寛提出の論文は理学博士の学位論文として合格とみとめた。
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